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福島原発事故由来の難固定核種の処理・処分の実装に向けて、放射性ヨウ素(I-129)が含まれる廃棄体の既

往の処分概念及び核種移行による被ばく線量の評価方法を用いて、ハイブリッド固化体の浸出期間(マトリ

クスの全量腐食に要する期間)をパラメータとした場合の I-129による被ばく線量を予備検討した。 
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1. 概要 

福島第一原子力発電所における汚染水処理などには、固化が難しく長半減期で低収着性のため長期の被ばく線

量への影響が大きいヨウ素(I-129)と、潜在的有害度が高く長期的な発熱源であるアクチノイドが含まれる。本事

業では、これらの核種を含む 1 次固化体を、稠密かつ耐食性に優れるマトリクス材料中に固定化するハイブリッ

ド固化体を提案している[1]。このマトリクス材料にステンレス鋼やジルコニウム合金といった地層処分の安全評

価での実績[2]を有する金属を用いることにより、社会実装までの期間の短縮が期待できる。本研究では、公開文

献[3][4]から福島第一原子力発電所で発生した燃料由来の核種インベントリを計算し、ハイブリッド固化体発生量

を評価した。さらに、ハイブリッド固化体の処分時の安全評価に向けて、予備解析として核種移行による被ばく

線量の既往の評価モデル[2]を用いてハイブリッド固化体の浸出期間をパラメータとした場合の生活圏にお

ける I-129による被ばく線量を評価した。 

2. 結果 

 ヨウ素の核種インベントリは元素換算で 38.4 kg、

そのうち I-129は 28.2 kg (1.84×1011 Bq)であった。

例えば、廃棄体サイズを直径 40 cm、高さ 40 cm の

円柱形とし、マトリクスをジルコニウム、ヨウ化銀

の含有率を 10 wt%とすると、ハイブリッド固化体

の発生量は 2.21体となり、その発生量は非常に少な

いことが分かった。 

核種移行による被ばく線量の評価結果を図に示す。

耐食性に優れたハイブリッド固化体を作製すること

で被ばく線量を低減できる見込みが得られた。今後

は、社会実装に向けて、1 次固化体とマトリクスと

の相互作用の理解や核種移行パラメータ等を考慮し

たハイブリッド固化体の処分概念の具体化を進める。 
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